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巧を上のごを意 

本機を安全にご使用いただ〈ためのを意事項が示してあります。な下の点にを意し、安全にご使 
用ください。 


この項目での図記号には下のような意味があります。 
表示内容をご理解の上お読みください。 


A 警ま 

取扱いを誤った場合、使用者が死 t または重傷を負う可能性が想 
定される内容を表しています。 

/ K ミ主意 

取扱いを誤った場合、使用者が傷害を負う可能性が想定される場 
合および物的損害が発生する内容を表しています。 


※物的損害とは、家屋-家財および家畜-ぺットにかかわる拡大損害を表しています。 


図記号の意味 


A 

このマークはミ主意(危険•警告を含む)を表しています0 
具体的な注意内容は、図の中に描かれています。 

左図の場合は「一般的なミ主意•警告•危険」を表しています。 

0 

このマークは禁止（してはいけないこと)を表しています。 

具体的な禁止内容は、図の中に描かれています。 

左図の場合は「一般的な禁止」を表しています。 

〇 

このマークは強制（必ずすること)を表しています。 

具体的な強制内容は、図の中に描かれています。 

左図の場合は「一般的な強制」を表しています。 












安全にご使用になるためにな下の指示を必ず守って下さい。 


A 警告 


感電、故障の原因となりますので分解したり、改造したりし 
ないで下さい。 

修理•部品の交換などは、取扱説明書に書かれていること 
だけをして下さい。それ)^>1外のことは絶対にしないで下さ 
し、。 




次のような場所での使用や保存はしないで下さい。 

〇温度が極端に高い場所（直射日光の当たる場所、 
暖房機器の近〈、発熱する機器の上など） 

〇水気の近〈(風呂場、洗面台、濡れた床など)や 
湿度の高い場所 
〇ホコリの多い場所 
〇振動の多い場所 
〇風通しの悪い場所 



この機器に異物（燃えやすいもの、硬貨、針金など）や液 
体(水、ジュースなど)を絶対に入れないで下さい。 


〇 


電源プラグは必ず AC 100 V の電源コンセントに差込んで下 
さい0 


〇 


A 警告 

電源ケーブルを無理に曲げたり、電源ケーブルの上に重 
いものを乗せたりしないで下さい。電源ケーブルにキズが 
つき义災の原因となります。 

この機器を単独で、あるいはヘッドホン、アンプ、スピーカ 
一と組み合わせて使用した場合、音量の設定によっては 
永久的な難聴になる程度の音量が出力されます。不快な 
大音量で長時間使用しないで〈ださい。万一、聴力低下や \ v 
耳鳴りを感じたら直ちに使用をやめ、専門医に相談してく 
ださい。 

次のような場合は直ちに電源を切って電源ケーブルをコン 
セントから外し、修理を依頼して下さい。 

〇電源ケーブルやプラグが破損したとき A 

〇異物が内部に入ったり、液体がこぼれたりしたとき /!\ 

〇機器が(雨などで)濡れたとき 
〇機器に異常や故障が生じたとき 


感電の恐れがありますので、濡れた手で電源プラグの抜 
き差しをしないで下さい。 が^ 















A 注意 

この機器は風通しのよい、正常な通気がある場所に設置 A 

して使用して〈ださい。 /!\ 

電源ケーブルをコンセントから抜き差しするときは、必ず電 K A 
源プラグを持って〈ださい。 

長時間使用しない場合は電源プラグをコンセントから外し 
て〈ださい。 

この機器を移動させる場合は全てのケーブルを外した状 A 
態で移動させて〈ださい。 /：\ 

ぐらついた台の上や傾いた場所への設置は避けて、平ら 
な状態の場所に設置して〈ださい。 V y 


揮発性のガス（殺虫剤など）をかけたり、ゴ厶やビニール K \ 
製品を長時間接触させないで下さい。 V y 

お手入れにはシンナー、ベンジンなどは使用せず中性洗 . 

剤を水で薄めたものを布に染み込ませ、固〈絞ってがいて /|\ 
〈ださい。 ^ 


A 注意 

USB 接続する場合 、 Windows XP より前の OS 
( Windows 98/ Me / NT / 200 0) のパソコンでは使えません。 1 ^ 

シス テ厶 エラーで OS そのものが ブルース トップします。 

INPUT SELECT スイッチを操作した場合、操作後すぐ 八 

(10 秒レ:1内）に電源を切らないで〈ださい。 / f \ 

選択した位置が記憶されない場合があります。 f ♦ 、 



/ K 注意 

アンプやスピーカー切り替え機でグランド(黒端子）が共通 
の製品は使用できません。 V V 

SPEAKER OUTPUT の「一」（黒端子）はグランドではあり K ^ 
ませんので左ちの「一」と「一」は接続しないで〈ださい。 v 




















付属品の巧認 

次の付属品がそろっていることを確認して〈ださし、。 


〇取扱説明書(本書）：1部 
〇電源ケーブル：1本 




〇 USB ケーブル：1本 （USB ( A タイプ)だ >US 巳（ミニ巨タイプ)） 

3 因 Y/ 


〇保証書：1部 


上記の付属品がそろっていない場合は、お買い上げ店、または弊社までご連絡〈ださい。 

X本機には、スピーカーケーブル、光 （TOSUNK ) ケーブル 、 COAXIAL (同軸）ケーブル 
は付属していませんので別途、お買い求め〈ださい。 


























本機の特が 


-アナログ部を一切無くしたデジタル入出力のみのフルデジタルアンプです。 

- OP"nCAL(Toslink)、COAXIAL(RCA 同軸）、 USB のデジタル入力に対応しています。 

- OPTICAL (Toslink), COAXIAL 入力はサンプリングレート32〜 192kHz 24ビットの 
S/PDIF に対応しています。 

-内部では才ーバーサンプリングされ 192kHz 24ビットにて高品位な処理を行います。 
- USB は Windows XP/Vis ね/7 )^>1降ならび MAC OS 10.41^>1降の OS 標準 USB 才ーデ 
イオドライバーに対応し、 Windows Vista/7 にて最大 96kHz24 ビットに対応してい 
ます。 

XMAC OS 10.5 .7 は OS 標準 USB ドライバで動作不安定のため保証できません。 

-デジタル入力は、デジタル出力（〇ド下に八し COAXIAL) にスルー出力できますので、 
USB 今 S/PDIF( OP"nCA し COAXIAL ) 変換も可能です。 

デジタル入カ デジタル出力 



-トロイダル電源を搭載し、 50W+50W (4Q) の安定した定格出力が可能です。 

-デジタルアンプ専用コイル（無酸素銅 （OFC) 平角線使用）で音質向上。 

-ダイナミックレンジ lOOdB、 ノイズレシオ- lOOdB の高品位音質で音源の音を忠実に 
奏でます。 

- +4/+8/+12 dB の入カゲインアップが可能です。 

-16種類のプリセットイコライザーの設定が可能です。 





















をがのちがと機巧 

フロント面 



① 

POWER スイッチ 

本機の電源を入/切 (ON/OFF) します。 

② 

POWER LED 

本機に電源が投入されているときに光ります。 

③ 

BASS つまみ 

音質(低音)を調節します。 

左(一側 ) に回すと低音が小さ〈なり、 

右 (+ 側)に回すと低音が大き〈なります。 

④ 

TREBLE つまみ 

音質(高音)を調節します。 

左(一側 ) に回すと高音が小さ〈なり、 

右 (+ 側)に回すと高音が大き〈なります。 

⑤ 

VOLUME つまみ 

スピーカーの音量を調節します。 

左 (MIN 側)に回すと音量が小さ〈なり、 

ち (MAX 側)に回すと音量が大き〈なります。 

音量が小さいことを確認して電源を投入して〈ださい。 

⑥ 

INPUT SELECT 

デジタル入力の切替•選択を行います。 


スイッチ 

OP^nCAL 今 COAXIAL 今 USB 今 OP^nCAL 今…の 順に 
切替わります 

⑦ 

INPUT SELECT 

選択されたデジタル入力のに D が点灯します。 


LED 

ケーブルが接続されていない場合や本機が認識できない 
信号形式など入力信号に何らかのエラーがあった場合、 
点滅します。 






















リア面 



① 

DIGITAL OUT 

本機に入力され選択されたデジタル信号 (PCM) が 
そのまま COAXIAL と OPTICAL 両方に出力されます。 

(14 ページ） 

② 

DEGITALIN 

オーディオ機器などのデジタル出力と接続し、本機にデジ 
タル信号 (PCM) を入力します。 

(13 ページ） 

③ 

SPEAKER 

スピーカーを接続します。 


OUTPUT 

(11 ぺージ） 

④ 

FUSE 

過電流が発生した場合の保護ヒューズです。 

125V3A のヒューズ（ク5 X 20mm) が実装されています。 

⑤ 

AC100V 50/60HZ 

AC100V を入力するためのコネクタです。 

(15 ぺージ） 


底面 



① DIP スイッチ 入カゲインやプリセットイコライザーの設定を行います。 

(16 ページ） 



























































































接続時のを意 

◎ POWER スイッチ（電源スイッチ）は必ず切った状態（スイッチが出ている状態）で接続して〈だ 
さい。 

◎ すべての接続が完了するまで、電源ケーブルは接続しないで〈ださい。 

◎ プラグはしっかりと差し込んで〈ださい。 

不完全な接続は誤動作や雑音の原因となります。 


COAXIAL ケーブルやライン出力の RCA ケーブルが緩い場合は、ケーブル側の外径金属部（グ 
ランド部）を内側に押し込み、緩みが無いことを確認して〈ださい。 

ほとんどのケーブルには調整用のスリツトが設けられています。 


試整巧のスリット 



接城部が紀い睹をは外径金属部を巧側に巧し込みます* 
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接続方ま 

1 . スピーカーケーブルの接続 

本機の SPEAKER OUTPUT 端子とスピーカーの端子を接続します。 

左偵リスピーカーは SPEAKER OUTPUT の L な箭子に、右偵リスピーカーは SPEAKER OUTPUT 
の R 端子に接続します。 

スピーカーケーブルはスピーカー端子の極性に合わせて「+」と「+」、「一」と「一」を接 
続しまず。 

(スピーカーケーブルは付属されていませんので、別途ご用意下さい。） 



〇 © 〇 © © 0® 〇 


スピーカー 
( R 側） 


スピーカー 

( L 側） 
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注意事項 

1. 本機のスピーカー出力は BTL 出力となっていますので、スピーカー端子の右 （ R ) と左 

( L ) を並列に接続できません。（スピーカー端子は本機では単独で動作しています。共 
通端子はありません。） 

2. アンプの切り替え機でグランド（黒端子）が共通の製品は使用できません。 

3. スピーカーの「一」（黒端子）はグランドではありませんので、左右の「一」と「一」は 
接続しないで〈ださい。 


4. 本機のスピーカー出力 （ L / R ) とスピーカーは1対1で接続して〈ださい。 

BTL 接続やバイワイヤリング接続、バイアンプ接続でのご使用は避けて〈ださい。 
ノイズの発生や最悪の場合、内部にが破損する恐れがあります。 
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2. デジタル音声入力信号の接続 

CD プレーヤーやパソコンなどのデジタル音声出力端子（光、 COAXIAL ) や、 

パソコンの USB 端子と接続します。 

(光ケーブル、 COAXIAL ケーブルは付属していませんので、市販品をご用意下さい。） 

なお、 USB 接続する場合、 Windows XP より前の 0 S (Windows 98/ Me / NT / 200 0) の 
パソコンでは 使えません。 システムエラーで OS そのものが ブルーストップし ますので 
ごを意下さい。 

また MACOS 10.5.7 での USB 接続は OS 標準 USB ドライバで動作不安定なので保証できません。 



COAXIAL 光 USB 

( Toslink ) 



• XCOAXIAL ケーブルは、75 Q 同軸 ( COAXIAL ) ケーブルをご使用下さい。 

75 QJii 外の同軸ケーブルや通常のオーディオ用 RCA ケーブルでは正常に音声の転送ができま 
せん。 
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3. デジタル音声出力信号の接続 

本機に入力されたデジタル信号を他のアンプ等へスルー出力させる場合、他の機器の 
デジタル音声入力端子（光、 COAXIAL ) と接続します。 

USB で入力されたデジタル音声信号も光、 COAXIAL ヘスルー出力可能です。 
INPUTSE に CT スイッチで選択された入力がスルー出力されます。 

(光ケーブル、 COAXIAL ケーブルは付属していませんので、市販品をご用意下さい。) 




COAXIAL 光 

( Toslink ) 


デジタルオーディオ機器のデジタル入力端子など 



• XCOAXIAL ケーブルは、75 Q 同軸 ( COAXIAL ) ケーブルをご使用下さい。 
75〇1^1外の同軸ケーブルゃ通常のォーディォ用 RCA ケーブルでは正常に音声の転送 
ができません。 
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4. 電源ケーブルの接続 

付属の電源ケーブルを本機背面の AC 100 V 50/60 HZ 端子につなぎ、電源ケーブルのプラグを 
壁のコンセントにつなぎます。 



壁のコンセントへ 


5. 電源ケーブルについて 

付属の電源ケーブルには、外部 FG 端子がついていますが、特に FG と接続する必要はあ 
りません。また、 AC の極性は FG 端子の出ている側が 「 L 極」、反対側が 「 N 極」となり 
ます。 

壁のコンセントの差し込み口に長短がある場合は、長い穴が N 極側です。 

差し込み口に長短がない通常のコンセントはどちらに差し込んでも問題ありません。 
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入カゲインの調整 

本機では入カゲインを4段階で調整できます。 

底面 DIP スイッチのノブが ON 側にある状態が 「ON」 です。 



DIP スイ 

1 

ツチ番号 

2 

入カゲイン 

OFF 

OFF 

OdB 

ON 

OFF 

+4dB 

OFF 

ON 

+8dB 

ON 

ON 

+12dB 


出荷時設定 


※このゲイン設定スイッチは入力信号が小さい場合にのみ使用して〈ださし、。 
通常は出荷時設定 （ 1、2とも OFF) で使用して〈ださい。 


イコライザーの設を 

本機では16通りのプリセツトイコライザーの設定ができます。 
底面 DIP スイッチのノブが ON 側にある状態が 「ON」 です。 



I 

3 

DIP スイ 

4 

ツチ番号 

5 

. 

6 

イっライザー 

OFF 

OFF 

OFF 

OFF 

フラット 

ON 

OFF 

OFF 

OFF 

ロック 

OFF 

ON 

OFF 

OFF 

ソフトロック 

ON 

ON 

OFF 

OFF 

ジャズ 

OFF 

OFF 

ON 

OFF 

クラシック 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

ダンス 

OFF 

ON 

ON 

OFF 

ポップ 

ON 

ON 

ON 

OFF 

ソフト 

OFF 

OFF 

OFF 

ON 

ハード 

ON 

OFF 

OFF 

ON 

パーティ 

OFF 

ON 

OFF 

ON 

ボーカル 

ON 

ON 

OFF 

ON 

ヒップホップ 

OFF 

OFF 

ON 

ON 

ダイアログ 

ON 

OFF 

ON 

ON 

バスブースト 

OFF 

ON 

ON 

ON 

ラウドネス弱 

ON 

I ON 

ON 

ON 

ラウドネス強 


出荷時設定 
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操作方ま 

再生の前に 



接続が正しいか再確認してください。 


VOLUME つまみを左に回しきり、音量を最 
小 （MIN ) にします。 


BASS つまみをセンターの位置にします。 
センター位置にするとクリック感がありま 
ず。 


TREBLE つまみをセンターの位置にします。 
センター位置にするとクリック感がありま 
す。 


POWER スイッチを押し、電源を ON しま 
す。このとき、本機の POWER LED が青く 
光ります。 






@ 

青く点灯 
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音声の出力 


④⑤③① 


2 


3 


INPUT SELECT スイッチで接続した 
オーディオ機器を選択します。（を） 


I N PUT 
SELECT 



選択された入カ ソースの 
LED が点灯 


接続したオーディオ機器の再生を行います。 


VOLUME つまみで音量を調節します。 




ミ主 ： INPUT SE に CT スイッチを操作してすぐ （10 秒 lil 内）に電源を切らないで下さい。 
すぐに電源を切った場合、選択された位置が記憶されない場合があります。 
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電源切時の動作について 

-電源を切ったとき 

本機では電源を切っても音声の出力がしばら〈続きます。これは内部に電気を安定供給 
するための大容量コンデンサが実装されており、このコンデンサに電力が蓄えられてい 
るためで故障ではありません。 

上記と同様の理由で電源 LED もしばら〈点き続けますが故障ではありません。 
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USB 巧続時の確認方ま 

本機はパソコンに USB 接続し 、 Windows XPm 降 、 MAC OS Ver 10 1^>1降 （ Ver 10.4.11， 
10.5.6 にて動作確認）の OS 標準ドライバにて USB オーディオデバイスとして 
認識されます。 

なお Windows Vista /7 では 96 kHz 24 bit に対応しています。 

• XWindowsXP より前の OS ( Windows 98 /Me / NT /2000) では動作しません。 

システ厶エラーで OS そのものがブルーストップしますのでご注意下さい。 

•XMACOS 10.5.7 は OS 標準 USB ドライバで動作不安定のため保証できません。 

Windows Vista の場合 

本機をパソコンに USB 接続し、最初に電源入れた場合、 OS 標準ドライバが自動で 
インストールされます0 

ドライバがインストールされ本機が正常に使用できる状態になったかはレ: i 下の手順で 
確認します。 


网 [スタート]今[コントロールパネル]でコントロールパネルを開きます。 



7~ 


コント □ー ル/でネル ホーム 
ク 5 シック ま 志 



I 直 ^ 識回嗔 I 羞 ,. 

AirMac デイ BitLocker ド Intel(R) iSCSI イニシ Java 
又な ライブ暗号化 GMA Driv... エータ 

曾 綾^ 巧す.^勢 


MobileMe ODBC 


QuickTime 

Symantec 

LiveUpdate 

Tablet PC 設 
定 

VAIO 

Databa... 

VAIO コ>テ VAIO コ>テ 

ンジフォ J レ...ンジ解析ス ... 

Windows 
Cards pace 


な 

到 

擊 


% 

憶 

Windows 

Windows 

Windows 

Windows サ 

Windows フ 

Windows E 

インターネッ 

Defender 

Sideshow 

Update 

イドパ-の." 

アイアウォ ■■■ 

ビ U テイ... 

卜 むシ… 

み 

I ィ I 

1 み 


作 



インデックス 
のオプシ3ン 

クエ J レ カム 
センター 

オフライン 
フアイ J レ 

キーボード 

ヴームコン 
卜 □-ラ 

コンピュー^ 
の簡単民忙" 

\ サウンド/ 



着 


或 

勢 



システムスキでナとカセキユリテイタスクバーデバイス7ネットつーク A— ドウエア 
タラ センターと [スク ー... ネージで とな有セン… の追加 








[クラシック表示]にして[サウンド]をクリックします。 
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[再生]タグを開き RDA -520 USB Audio が認識されていれば使用可能です。 
RDA -520 USB Audio を選択し、[規定値に設定 ( S )] をクリックし、 
[プロパティ] をクリックします。 
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[サポートされているお式]タグを開き、 

エンコード形式ではチェックマークを 全て外します。 
[]DTS Audio 
[]Dolby Digital 
[]Microsoft WMA Pro Audio 
サンプルレートではチェックマークを 全て付けます。 
[レ] 32.0 KHZ [レ]96.0 KHz 

[レ] 44.1 KHz 
[レ] 48.0 KHz 


[適用 ( A )] ボタンを押します。 
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[レベル]タグを開き、スライダーをちにいっぱい（100)にしまず。 
[ OK ] を押します。 
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Windows XP の場合 

本機をパソコンに USB 接続し、最初に電源入れた場合、 OS 標準ドライバが自動で 
インストールされます0 

ドライバがインストールされ本機が正常に使用できる状態になったかはレ: i 下の手順で 
確認します。 

[スタート]今[コントロールパネル]でコントロールパネルを開きまず0 



[サウンドとオーデイオデバイス]をクリックします。 
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[オーディオ]タグを開き、[音の再生]で[規定のデバイス]の一覧に 
RDA -520 USB Audio が存在すれば使用できる状態です。 

RDA -520 USBAudio を[規定のデバイス]として選択し、[適用 ( A )] を 
押します。 
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情量]タグを開き、[デバイスの音量]でスライダーをちにいっぱいにして、 
[0K] を押します。 
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MAC OS X 10.4 1^>1降の場合 

•XMACOS 10.5.7 は OS 標準 USB ドライバで動作不安定のため保証できません。 

①「アップルマーク」一「システ厶環境設定」を開きます0または、「アプリケーシヨン」内 
の「システ厶環境設定」をダブルクリックします。 


m Finder ァイル_編第 表司 

この Mac について 
ソフトウェア I アップデート ■" 

Mac OS X ソフトウェア.-- 


シス X ム環境股定… 


Dock 

卜 

ネットワーク環境 

► 

祭近使った頃目 

► 

Finder を強制終了 

てむ蘇の 

スリープ 
再起動,.> 

システム終了..1 


• の□グアウト--- 

なお Q 



シス T ム巧提誤是 


②「システ厶環境設定」が開いたらハードウエアの「サウンド」をダブルクリックします。 
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③「サウンド」の「出力」を選択し、 「 RDA -520 USB Audio 」 を選択します。 

ここで 「 RDA -520 USB Audio 」 が表示されない場合は、 RDA -520 に電源が供給されてい 
ないか、 USB ケーブルが接続されていない可能性があります。 


« 〇 


りウンド 


1 [すつ了を巧子、] 


帝 


でウンドエフエク 


3 .化の . 妒 


サウンドを出力ずるお■をなお 


丄巧深 


巧房スピーカ- 


RDA-520 USB Audio 


巧庶出力 


還巧したおがめ設定： 


パランス 


か 


ち 


③ 

を音 巧 H が )□ミ肖音 

因メ=ュ ー/て一にち爆をを示 
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動作がおかしい場合 

音が出ない、ほとんど聞こえない 

◊スピーカーおよび各機器が正しく接続されている力、確認する0 
◊スピーカーケーブルが正しく接続されている力、確認する。 

◊本機と接続した機器の電源が入っているか確認する。 

◊VOLUME つまみが MIN (最小）レベルになっていないか確認する。 

◊パソコンからの出力の場合、サウンドとオーディオのプロパティが適切に設定されて 
いるか確認する。また、メディアプレイヤー等再生ソフトの出力先の設定も確認する。 
◊DVD プレーヤー等からの出力の場合、フナー マツ トが 2 チヤンネルリニア PCM に 
設定されているか確認する。（本機は Dolby Digital や DTS 等には対応していません。） 

USB から出力する時、曲間などで曲の出だしの音が出ない 

〇お使いのパソコン等環境によっては Windows Media Player Version 11 で USB に出力 
ずる場合、曲の出だしの音が出な〈なる場合があります。 

(Media Player Version 9 や iTunes ではこの現象は見受けられません。） 

この場合、次頁に記載されているように Media Player の設定を変更してみてくださし、。 


INPUT SELECT LED 力《点滅する 

〇 INPUT SE に CT LED が点滅する場合、機器が正し〈接続されていないか、 
本機が対応していない信号などのエラーである事を示しています。 

OINPUT SE に CT で本機と接続した機器が正し〈選択されているか確認する。 

電源が入らない 

◊電源ケーブルが正しく接続されているか確認する。 

◊ヒューズが切れていないか確認する。 

COAXIAL の入出力が不安定な場合 

◊ケーブル側の外径金属部（グランド部）を内側に押し込み、緩みが無いことを確認し 
て〈ださい。ほとんどのケーブルには調整用のスリツトが設けられていまず。 


調整用のスリット 



接姑部がおい墙をは外径金属部を巧側に巧し込みます。 
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Windows Media Player で USB 出力時に問題がある場合 


お使いのパソコン等環境によって本機に Windows Media Player Version 11 から USB 出力し 
た時に、曲間などで曲の出だしの音が出ない場合、レ: i 下のように設定します。 

《Windows Media Player Version 11外の iTunes 等の Player では問題は確認されていません。 


1 .メニュー で、ソ —ル ( T ) 今オプシヨン (0) を選択します。 



2. 「デバイス」タブを開き、「スピーカー」を選んで[プロパティ （ P )] を押します。 
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3 .使用する才ーデイオデバイスで RDA -520 USB Audio を選び[詳細設定 ( D )] を押します。 



4.[オーディオ]タブの音の再生で RDA -520 USB Audio を選び[詳細設定 ( N )] を押します。 
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5. レくフォーマンス]タブのハードウェアアクセラレータのスライダを「なし」にします。 



[0 K ] ボタンを押していって各プロパティ画面を閉じます。 


6.正常に音が出力されるか確認します。 

ハードウエアアクセラレータのスライダーをちに一段ずつずらして確認します。 

また、もし1.からの手順を行った時に Media Player で何らかのエラーが発生する場合は、 
P .24 からの手順でコントロールパネルから直接「サウンドとオーディオのプロパティ」を 
開き、4.からの手順でハードウエアアクセラレータの設定を変更します。 


XWindows Media Player Version 11)^1外の iTunes 等の Player の場合、 

ハードウエアアクセラレータのスライダーを通常は「最大」にします。 
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な用事例 

Air Mac Express を使用すれば、無線（ワイヤレス） LAN で音楽が楽しめます。 


ワイヤレスで離れた部屋にあるパソコンの音楽データを RDA -520 で楽しめます。 



ワイヤレス LAN でパソコンの音楽 データを 
AirMao Express で受信し、 

RDA- 520 と光デジタルケーブルで接続 


◎ rassuszii 


③ 


ぶ端 「〇【 


© 


RDA-5 如似 


光角型な光丸型ケーブル 
または、 

両巧応ケーブル 

で接続。 


っみみい、、 



棘 V ぃ\、、、 ツ 


Airiac Express 


MAC 、 Windows PC 


mirHac Express と光デジタルケーブルは别鹿購入がお要です。 
^パソコンには無銭（ワイヤレス) LANil 能が必要です。 
《パソコンには ITunes のインストールが必要です。 


'ワイヤレス LAN " 


'光デジタルケーブル"で配線もスッキリ。 


ンでの遠隔操作も可能です。 （ ITunes での制御が可能） 


* iTunes . Mac は 、 Apple Inc . の米国およびその他の国における登録商標です。 

* AirMac は 、 Apple Inc . の登録商標です。 

* Windows は、米国 Microsoft Corporation . の米国およびその他の国における登録商標です。 
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巧証について 

〇この製品には保証書が添付されています。所定事項の記入および記載内容をお確かめの上 
大切に保存して〈ださい。 

〇保証期間は、お買い上げ曰より6ヶ月間です。 

保証期間中の修理について 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保証書をご覧〈ださい。 
保証期間終了後の修理について 

修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理させていただきます。 
部品の交換について 

修理のために部品を交換する場合、交換した部品を回収する場合がありますので、あらか 
じめご了承〈ださい。 

ご相談になるときは次のことをお知らせ〈ださい。 

-型名： RDA -520 
-故障の状態：できるだけ詳しく 
. 購入年月日： 

-お買い上げ店： 
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まな仕様 


定格出力 

50 W +50 W (4 Q 時） 

33 W +33 W (6 Q 時） 

25 W +25 W (8 Q 時） 

周波数特性 

25 Hz 〜 20 KHZ (0.3 dB ) 

デジタル入力 

OPTICAL (Toslink 光角型） 

COAXIAL ( RCA 入カインピーダンス 75 Q ) 

USB ( USB オーディオデバイス） 

スイッチによる入力切り替え 

USB 対応 OS 

Windows XP 、 Vis ね、7 

MAC OS 10.4 m 降 （10.5.7 は保証できません） 

入カサンプリングレート 

32 kHz 〜 192 kHz 自動検出 （ Toslink , COAXIAL ) 
32 kHz 〜 96 kHz 自動検出 （ USB ) 

ビット長 

16ビット、24ビット 

デジタル出力 

OPTICAL (Toslink 光角型） 

(スルーアウト） 

COAXIAL ( RCA 出カインピーダンス 75 Q ) 

同時出力 

ダイナミックレンジ 

100 dB 

ノイズレシオ 

-lOOdB 

全高調波歪率 

0.05% (4 Q /1 KHZ /2.5 W ) 

卜ーンコントロール 

Bass (中ム、周波数100 Hz ±10 dB ) 

Treble (カツトオフ周波数 4 kHz ±10 dB ) 

ゲインコントロ ール 

4段階 （0 dB /+4 dB /+8 dB /+12 dB ) 

デジタルァンプトータル効率 

82% ( AC 電源入力〜スピーカー出力） 

電源電圧 

AC 100 V 50/60 HZ 

消費電力 

最大 90 W (スタンバイ時： 2 W ) 

寸法 

W 210 X D 210 X H 44 mm (突起部含まず） 

重量 

約 3.1 Kg (本体のみ） 
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まさ社ラステーム • システムズ 


本 社 新漏県上越市中郷区二本木 886-2 干 949-2304 

TEL 0255 -74-4 124 FAX 0255-74-2439 

東京営業所 東京都千代田区外神田 3-8-15 佐藤ビル 1 F 干 101-0021 

TEL 03-6206-8175 FAX 03-6206-8176 


ホームぺーン 
ごを 义メール 
問合せメール 
サポートメール 


http : //WWW, rasteme . co.ip 

order @ rasteme . co.ip 

inquirv 煩) jasteme . co.ip 

support @ rasteme . co.ip 
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